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３
―
市
会
第
七
委
で
各
党
、
家
事
用
水
道
料
金

の
大
幅
ア
ベ
フ
を
質
問

４
―
水
道
料
金
値
上
げ
に
関
す
る
市
会
聴
聞
会

開
か
れ
る
。
公
述
人
こ
一
人
の
う
ち
賛
成
】
、

条
件
付
賛
成
一
〇
、
反
対
一

７
―
横
浜
大
洋
、
主
催
ゲ
ー
ム
観
客
動
員
数
一

〇
〇
万
人
突
破
を
記
念
し
て
、
市
に
一
〇
〇
万

円
寄
贈
。
▽
全
国
市
長
会
の
行
政
訴
訟
事
件
数

実
態
調
査
に
よ
る
と
、
本
市
は
四
二
件
を
抱
え

全
国
六
四
五
市
中
第
四
位
（
今
年
四
月
現
在
）

８
―
旭
区
民
会
議
で
の
提
案
に
よ
る
保
土
ヶ
谷

バ
イ
パ
ス
高
架
下
の
本
村
ス
ポ
ー
ツ
会
館
完
成

１
０
―
水
道
料
値
上
げ
減
額
修
正
案
（
用
途
別
総

平
均
で
今
年
一
〇
月
か
ら
一
八
・
〇
四
％
、
来

年
一
〇
月
か
ら
三
九
・
〇
五
％
の
ア
ベ
フ
）
等

可
決
し
て
七
月
臨
時
市
会
閉
会

１
１
―
市
長
、
建
設
相
を
訪
れ
て
市
の
道
路
・
河

川
・
下
水
道
・
公
園
整
備
等
に
関
す
る
国
の
来

年
度
事
業
費
大
幅
増
額
を
要
望

１
４
―
飛
鳥
田
前
市
長
、
「
額
面
一
、
五
九
三
万

円
」
の
退
職
金
請
求
書
を
提
出

１
７
―
比
国
帰
り
の
南
区
の
男
性
が
真
性
コ
ビ
フ

２
１
―
市
長
、
横
浜
港
振
興
協
会
と
懇
談
。
協
会

側
「
道
路
事
情
の
改
善
」
を
要
求

２
２
―
サ
ン
ジ
ェ
ゴ
市
民
八
人
が
市
長
を
表
敬
訪

問
。
▽
横
浜
で
今
夏
最
高
の
三
五
・
七
度

２
３
―
市
長
、
新
貨
物
線
反
対
同
盟
と
初
の
会
談

２
５
―
市
長
、
市
会
令
員
協
議
会
で
「
横
浜
駅
東

１
―
円
高
続
く
、
一
ド
ル
＝
一
八
七

円
の
新
高
値
。
▽
植
村
甲
午
郎
経
団

連
名
誉
会
長
死
去
（
8
4
才
）
。
３
―
東

京
ス
モ
ン
訴
訟
、
国
と
製
薬
三
社
に

三
二
億
円
の
慰
謝
料
支
払
い
を
認
め

る
（
東
京
地
裁
）
。
４
―
故
古
賀
政

男
氏
の
国
民
栄
誉
賞
授
賞
式
。
６
―

ロ
ー
マ
法
王
パ
ウ
ロ
六
世
死
去
（
8
0

才
）
。
・
７
―
本
年
一
月
一
日
現
在
の

神
奈
川
県
年
令
別
人
口
統
計
ま
と
ま

る
。
平
均
年
令
三
一
　
・
〇
一
才
、
老

年
人
・
ロ
五
・
七
％
。
９
―
神
奈
川
県

下
の
進
学
串
下
降
続
く
。
今
年
度
高

校
へ
九
三
・
一
％
、
大
学
へ
三
九
・
三

％
。
１
１
―
人
事
院
、
一
般
職
国
家
公

務
員
の
五
十
三
年
度
給
与
改
定
平
均

三
・
八
四
％
を
勧
告
。
▽
東
京
都
で

給
水
制
限
始
ま
る
。
▽
経
企
庁
、
五

十
三
年
度
経
済
白
書
を
発
表
。
１
２
―

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印
（
北
京
）
。

１
５
―
三
三
回
目
の
終
戦
記
念
日
に
「
ゼ

ロ
戦
」
が
厚
木
簾
地
上
空
を
慰
霊
飛

行
。
２
０
―
夏
の
企
田
高
校
野
球
大
会
、

Ｐ
Ｌ
学
園
（
大
阪
）
が
優
勝
。
▽
総

理
府
、
「
子
ど
も
の
意
識
に
関
す
る
世

論
調
査
（
小
学
五
・
六
年
、
中
学
生
）
」

ま
と
め
る
。
将
来
の
希
望
職
業
男
子

は
「
野
球
選
手
」
が
卜
ッ
プ
で
上
級

に
な
る
ほ
ど
「
公
務
員
」
等
が
高
ま

る
。
２
６
―
新
ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
ス
・

パ
ウ
ロ
ー
世
誕
生
。
２
８
―
鎌
倉
市
長

に
中
道
・
保
守
の
渡
辺
隆
（
5
9
才
）

前
収
人
役
。
正
木
氏
に
四
Ｆ
票
差
（
二

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

口
開
発
計
画
変
更
案
」
を
説
明
。
出
島
地
区
は

新
会
社
が
分
担
へ
　
｀

2
9
―
入
船
小
教
員
配
転
問
題
で
、
飯
員
二
人
の

不
利
益
処
分
の
不
服
申
し
立
て
に
対
し
て
、
人

事
委
「
市
教
委
の
転
任
処
分
を
認
め
る
」
裁
決

3
0
―
横
浜
商
工
会
議
所
が
横
浜
シ
テ
ィ
ー
エ
ア

ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
想
を
発
表
。
予
定
地
神
奈
川

区
大
野
町
の
一
万
ぜ
で
来
夏
開
業
を
め
ざ
す

3
1
―
市
長
、
広
報
企
画
審
議
会
に
「
今
後
の
市

の
広
報
・
広
聴
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
諮
問

１
―
市
長
、
金
森
三
菱
重
工
業
社
長
と
会
談
、

横
浜
造
船
所
の
金
沢
移
転
と
跡
地
開
発
の
基
本

的
方
向
は
変
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

６
―
市
民
の
水
源
地
、
城
山
町
な
ど
六
町
村
へ

市
民
の
使
節
団
が
お
礼
参
り

７
―
市
立
帷
子
小
統
合
問
題
で
、
市
の
統
合
移

転
決
定
に
対
し
て
「
納
得
で
き
る
資
料
と
補
償
」

を
要
求
し
て
い
る
天
王
町
分
校
の
父
兄
が
、
児

童
九
五
人
に
登
校
拒
否
さ
せ
、
集
会
所
で
自
習

▽
南
区
に
新
婦
人
会
館
が
オ
ー
プ
ン

９
―
「
大
通
り
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン
、
「
石
の

広
場
」
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
開
園
式

1
0
―
帷
子
小
統
合
移
転
問
題
、
宅
開
要
綱
切
離

し
で
一
応
収
拾
。
市
会
正
副
議
長
に
仲
介
要
請

1
1
―
「
ヨ
コ
ク
マ
さ
わ
や
か
運
動
」
の
市
本
部

設
立
総
会
開
か
れ
る
。
二
〇
月
一
日
を
全
市
統

一
的
に
「
さ
わ
や
か
運
動
の
日
」
と
す
る
こ
と

な
ど
を
決
定
（
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
）

七
日
投
票
）
。
▽
出
光
興
産
、
差
益

還
元
の
一
環
と
し
て
家
庭
用
灯
油
を

来
月
か
ら
二
〇
円
（
一
八
l
）
程
度

値
下
げ
を
発
表
。
▽
宮
城
県
女
川
町

漁
協
臨
時
総
会
で
漁
業
権
放
棄
を
議

決
、
原
発
建
設
へ
。
2
9
―
五
十
二
年

度
国
鉄
の
赤
字
八
、
三
三
九
億
円
、

二
年
間
で
一
兆
八
千
億
円
。
▽
東
京

地
検
、
粉
飾
決
算
の
不
二
サ
ッ
シ
を

強
制
捜
索
。
▽
王
選
手
が
八
〇
〇
号

ホ
ー
ム
ラ
ン
達
成
。

３
―
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
水

上
旅
客
機
が
墜
落
、
日
本
人
観
光
客

九
人
を
含
む
一
一
人
が
死
亡
。
５
―

福
田
首
相
、
中
東
四
か
国
歴
訪
へ
出

発
。
▽
通
産
省
北
海
道
電
力
を
除
く

電
力
八
社
と
ガ
ス
大
手
三
社
の
円
高

差
益
に
よ
る
料
金
割
引
申
詰
を
認
可
。

８
―
埼
玉
県
狭
山
市
に
自
衛
隊
機
が

墜
落
、
乗
員
二
人
死
亡
、
民
家
二
棟

全
焼
し
た
が
住
民
は
無
事
。
1
0
―
豊

橋
雍
の
中
神
食
品
工
業
㈱
が
、
離
乳

食
原
料
に
四
年
間
放
射
線
を
照
射
し

て
い
た
こ
と
が
明
る
み
に
。
1
1
―
有

権
者
の
一
票
の
重
さ
に
極
端
な
差
が

あ
る
の
は
違
憲
と
し
て
、
神
奈
川
四

区
ら
の
有
権
者
が
起
し
た
五
十
一
年

二
一
月
総
選
挙
無
効
確
認
訴
訟
棄
却

（
東
京
高
裁
安
藤
裁
判
長
）
。
1
3
―
神

奈
川
二
二
マ
四
区
な
ど
一
〇
選
挙

区
の
有
権
者
に
よ
る
衆
院
定
数
違
憲

訴
訟
で
、
「
議
員
定
数
配
分
規
定
は
違

8月
昭和
53年

1978

昭和
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1978

横
浜
市
関
係

9月

自
治
体
・
国
・
社
会
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原
子
力
船
「
む
つ
」
、
修
理
の
た
め
大

湊
港
か
ら
佐
世
保
へ
出
港
。
1
2
―
二

兆
五
千
億
円
の
補
正
予
算
成
立
。
1
3

―
神
奈
川
県
都
計
審
、
野
毛
三
丁
目

の
再
開
発
事
業
な
ど
一
五
件
を
原
案

ど
お
り
決
定
。
1
5
―
川
崎
の
老
人
ホ

ー
ム
で
集
団
食
中
毒
、
三
人
死
亡
。

▽
作
家
玉
川
一
郎
氏
死
去
（
7
2
才
）
。

1
6
―
国
公
立
大
学
共
通
一
次
試
験
の

願
書
締
め
切
り
。
出
願
者
二
二
万
二
こ

五
三
三
人
で
平
均
競
争
率
三
・
七
三

倍
。
▽
「
む
つ
」
佐
世
保
入
港
。
▽

日
立
市
で
学
校
帰
り
の
女
子
中
学
生

が
誘
か
い
さ
れ
殺
さ
れ
る
。
1
8
1
日

中
平
和
友
好
条
約
、
国
会
で
承
認
。

1
9
―
日
立
市
の
女
子
中
学
生
殺
人
事

件
で
遠
縁
の
男
を
逮
捕
。
2
2
―
中
国

の
鄙
小
平
副
首
相
が
日
中
平
和
友
好

条
約
の
批
准
書
交
換
式
出
席
の
た
め

来
日
。
▽
プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー
ズ
、

ヤ
ク
ル
ト
が
優
勝
。
2
3
―
日
中
平
和

友
好
条
約
批
准
書
交
換
。
2
6
―
一
ド

ル
一
八
〇
円
割
れ
。
2
7
―
五
十
三
年

度
の
文
化
勲
章
受
章
者
に
作
家
の
尾

崎
一
雄
氏
ら
五
人
。
3
0
―
自
治
省
、

五
十
二
年
度
地
方
公
務
員
の
汚
職
調

査
を
発
表
、
一
四
三
件
で
前
年
よ
り

六
件
減
。
▽
メ
キ
シ
コ
の
ロ
ペ
ス
ー

ポ
ル
ヂ
ー
ヨ
大
統
領
が
来
日
。
3
1
―

東
京
・
府
中
市
で
小
学
四
年
生
の
女

児
が
授
業
中
教
室
で
首
つ
り
自
殺
。

▽
経
企
庁
、
五
十
三
年
度
国
民
生
活

白
書
を
発
表
。
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憲
．
五
十
一
年
総
選
挙
も
違
憲
だ
が

取
り
消
し
は
棄
却
」
の
判
決
（
東
京

高
裁
安
岡
裁
判
長
）
。
1
5
―
台
風
一

八
号
北
九
州
を
直
撃
、
最
大
瞬
間
風

速
四
六
ｍ
、
死
者
不
明
五
人
、
家
屋
一

全
半
壊
一
五
一
戸
。
2
5
―
ス
ト
マ
イ

訴
訟
で
、
三
共
・
科
研
化
学
・
小
玉

の
製
薬
三
社
に
八
七
七
万
九
、
〇
六

〇
円
の
賠
償
責
任
の
判
決
（
東
京
地

裁
）
。
2
7
―
川
崎
国
際
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
の
返
還
訴
訟
で
、
「
ゴ
ル
フ
場

と
建
物
を
川
崎
市
へ
返
還
、
市
は
倶

楽
部
に
Ｉ
〇
億
二
、
八
三
四
万
円
の

損
失
補
償
の
支
払
い
」
を
命
ず
る
判

決
（
横
浜
地
裁
）
。
▽
プ
ロ
野
球
パ
・

リ
ー
グ
後
期
、
阪
急
が
前
期
に
続
い

て
優
勝
。
2
8
―
テ
レ
ビ
音
声
多
重
放

送
始
ま
る
。
▽
ロ
ー
マ
法
王
、
ヨ
ハ

ネ
ー
パ
ウ
ロ
ー
世
死
去
、
在
位
二
六

自
（
6
5
才
）
。
3
0
―
横
浜
国
大
で
内
ゲ

バ
、
一
人
死
亡
二
人
重
軽
傷
。
▽
山

岡
荘
八
氏
死
去
（
7
1
才
）
。

１
―
国
鉄
、
。
特
急
・
急
行
・
寝
台
料

金
等
値
上
げ
。
２
－
五
十
二
年
民
間

企
業
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
年
収
二

四
六
万
円
で
前
年
比
七
こ
ニ
％
増
（
国

税
庁
調
査
）
。
４
―
プ
ロ
野
球
セ
ー
リ

ー
グ
、
ヤ
ク
ル
ト
が
初
優
勝
。
７
―

葉
山
御
用
邸
起
工
式
。
▽
全
国
市
長

会
、
五
十
二
年
度
決
算
状
況
ま
と
め

る
。
六
四
五
市
中
赤
字
は
六
九
市
で

前
年
よ
り
一
〇
市
減
。
1
0
－
本
四
架

橋
。
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
着
工
。
▽

シ
ュ
ミ
ッ
ト
西
独
首
相
来
日
。
1
1
―
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1
2
―
日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

1
3
―
第
一
回
「
み
な
と
経
済
振
興
懇
談
会
」
開

か
れ
る
。
▽
新
貨
物
線
問
題
で
国
鉄
が
神
奈
川

区
長
に
、
両
団
結
小
屋
の
土
地
引
渡
し
と
小
屋

の
移
転
を
求
め
る
代
行
申
請
を
行
う
。
▽
人
事

委
、
職
員
給
与
を
四
月
に
湖
っ
て
平
均
三
・
六

八
％
、
七
、
二
九
七
円
引
上
げ
、
期
末
手
当
○

・
一
ヵ
月
分
程
度
引
下
げ
を
勧
告

1
4
―
新
貨
物
線
反
対
同
盟
の
小
屋
、
市
が
代
行

を
国
鉄
に
委
託
し
て
撤
去

2
1
―
九
月
定
例
市
会
始
ま
る
。
市
大
・
市
立
高

校
の
授
業
料
値
上
げ
案
等
三
九
件
の
議
案
上
程

2
6
―
横
浜
商
工
会
議
所
商
業
活
動
調
整
協
議
会

　
「
丸
井
」
の
馬
車
道
商
店
街
へ
の
出
店
を
了
承

2
7
―
緑
区
の
米
軍
機
墜
落
事
故
か
ら
一
年
、
荏

田
町
と
市
庁
舎
前
広
場
で
平
和
集
会
開
か
れ
る

2
9
―
市
会
第
一
委
で
「
横
浜
シ
テ
イ
ー
エ
ア
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
支
援
」
の
陳
情
書
を
審
査
し

た
が
、
市
側
の
調
査
結
果
を
待
っ
て
か
ら
審
議

す
べ
き
と
し
て
継
続
審
査
に

１
―
「
ヨ
コ
ハ
マ
さ
わ
や
か
運
動
」
ス
タ
ー
ト

▽
市
バ
ス
・
地
下
鉄
値
上
げ
。
初
乗
り
バ
ス
一

〇
〇
円
、
地
下
鉄
九
〇
円
に

２
―
国
鉄
横
浜
線
の
小
机
・
中
山
間
か
複
線
化

▽
京
急
釜
利
谷
開
発
で
地
元
住
民
が
、
市
の
開

発
許
可
と
審
査
請
求
棄
却
裁
決
の
取
り
消
し
を

求
め
て
行
政
訴
訟
提
起

３
―
サ
ン
ジ
ェ
ゴ
市
友
好
使
節
団
一
行
二
七
人

が
市
長
を
表
敬
訪
問

４
―
市
会
本
会
議
で
市
立
大
学
・
市
立
高
校
の

10月

授
業
料
・
入
学
金
値
上
げ
案
可
決
。
授
業
料
、

大
学
は
新
入
生
を
対
象
に
五
十
四
年
度
九
万
六
　

一

千
円
、
五
十
五
年
度
か
ら
一
四
万
四
千
円
に
、

商
校
は
全
生
徒
五
十
四
年
度
か
ら
三
千
二
百
円

５
―
九
月
定
例
市
会
閉
会
。
▽
瀬
谷
区
で
区
民

会
議
の
要
望
に
よ
る
魚
の
安
売
り
が
ス
タ
ー
ト

６
―
戸
塚
地
区
セ
ン
タ
ー
落
成
式

７
―
「
横
浜
市
営
住
宅
協
議
会
」
が
初
会
合

1
2
―
中
区
中
村
川
岸
の
水
上
生
活
者
立
ち
退
き

問
題
で
住
民
と
市
が
団
交
し
、
大
筋
で
合
意

1
3
―
第
二
次
市
民
の
翼
友
好
訪
中
団
（
団
長
・

松
宮
助
役
）
　
一
行
一
四
〇
人
が
出
発

1
6
―
公
共
事
業
施
行
推
進
本
部
、
本
年
度
上
半

期
の
執
行
状
況
ま
と
め
る
。
執
行
額
一
、
一
二

二
億
円
で
執
行
率
七
一
・
一
％
▽
金
沢
の
「
海

の
公
園
」
建
設
工
事
着
手

2
2
―
旭
区
大
池
町
の
子
供
自
然
公
園
内
に
「
ち

び
っ
こ
動
物
園
」
着
工
。
来
年
四
月
開
園
予
定

2
3
―
「
横
浜
市
年
齢
別
人
口
調
査
結
果
（
五
十

一
年
－
五
十
三
年
）
」
ま
と
ま
る
。
五
十
三
年

一
月
一
日
現
在
六
十
五
才
以
上
が
五
・
六
％
に

3
0
―
「
前
市
長
・
飛
鳥
田
さ
ん
の
ご
苦
労
に
感

謝
す
る
集
い
」
が
、
市
・
経
済
界
・
労
働
団
体
・

市
民
団
体
等
の
代
表
が
発
起
人
と
な
っ
て
開
か

れ
、
七
〇
〇
人
が
参
加
（
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

3
1
―
市
公
害
対
策
審
議
会
、
「
環
境
影
響
評
価

制
度
の
あ
り
方
」
に
う
い
て
答
申
。
住
民
の
意

見
書
提
出
を
公
聴
会
の
前
後
二
回
と
す
る
な
ど
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